
 

北海道胆振地方中東部を震源とする地震に伴う岩手県応援本部の対応状況 

平成30年９月６日（木）14時00分現在 

岩手県総務部総合防災室 防災危機管理担当 

電話 019(629)5166 

 

 9月6日（木）3時8分頃に北海道胆振地方中東部を震源とする最大震度６強の地震が発生したことに

伴い、4時00分に岩手県応援本部を設置しました。 

 9月6日（木）14時00分現在の対応状況については、次のとおりです。 

 

１ 地震の状況 

 ⑴ 震源地：北海道胆振地方中東部 

⑵ マグニチュード：6.7（暫定値） 

⑶ 震源の深さ：約37ｋｍ（暫定値） 

⑷ 津波の心配はなし。 

 

２ 政府、北海道等の対応 

 ⑴ 政府：6日3時9分に首相官邸対策室設置（室長 内閣危機管理監） 

 ⑵ 北海道：6日3時9分に災害対策本部設置 

 

３ 北海道地域の被害状況（11時55分現在） 

 ⑴ 人的・物的被害：死者2名、重傷者3名、軽傷者22名、家屋倒壊29件、一部破損5件 

 ⑵ インフラ（11時30分現在） 

  ア 停電：道内295万戸が停電 

  イ 鉄道：ＪＲ北海道、札幌市営地下鉄は停電のため全線で運行停止 

  ウ 空港：全便欠航 

 ⑶ 避難所 

   避難所333箇所、避難者数2,463名 

 

４ 本県への影響 

 ⑴ 人的被害：北海道から岩手県に対する応援職員3名全員の家族について安否を確認済 

 ⑵ インフラ：花巻空港間新千歳空港の便は全便欠航 

 

５ 本県の対応 

 ⑴ この地震に係る岩手県応援本部を4時に設置。ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）の派遣要請があり、

移動手段について調整中 

 ⑵ 消防庁から緊急消防援助隊の出動要請があり、本県防災航空隊の隊員7名が防災ヘリで6時10分

に出発し、8時 38分丘珠空港に着陸。災害対策本部の指揮下で 10時 40分に安平（あびら）町、厚

真（あつま）町で救助捜索活動を実施中 

その他県内5消防本部から17隊62人と車両17台が宮古港8時00分発の室蘭行のフェリーで出港

し、18時に室蘭港へ到着予定 

 

６ 広域応援 

 ⑴ 「大規模災害時等の北海道・東北８道県相互応援に関する協定」に基づく北海道への応援調整道県

は青森県 

 ⑵ 北海道・東北ブロックのカバー圏は関東圏 

 ⑶ 全国知事会の動き：災害対策都道府県連絡本部を５時30分設置し、情報収集中 

 ⑷ 対口支援 災害対策本部の運営支援、避難所運営及び罹災証明書の発行等のため、10～30 人の派

遣を検討中 

 ⑸ 情報連絡員（リエゾン）3名を青森県庁に派遣し、午後に青森県庁での情報収集を経て 17時のフ

ェリーで北海道に向かう予定 


